
























































































































































3 時 期 資料の帰属する時期と時期比定の根拠について具体的に記す。







時 期 6世紀中～ 7世紀前半
登録番号
歴博番号237・238 長径 15.2 cm 磁着度 色調
所蔵者番号 法 短径 12.8 cm メタル度 なし 灰黒色。上面
遺物名 鍛治浮
量 厚さ 5.3 cm 遺存度 破片 端部の一部の




































12 色 調 資料の各部にわたって記す。なお，鉄器では非観察項目である。












図l 鉄関連遺物実測図とサンプリング位置，写真（縮尺I: 3) （例）
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( 1) 和島誠一「鉄器の成分」 （『月の輪古墳』月の輪古墳刊行会， 1960）。
(2) 村上英之助「月の輪古墳の鉄器の材質についてJUたたら研究19，たたら研究会， 1962）。


















( 12）大津正巳「古墳出土鉄浮から見た古代製鉄j （『日本製鉄史論』たたら研究会， 1983）。
( 13）窪田蔵郎『製鉄遺跡J （考古学ライブラリー15，ニューサイエンス社， 1983）。
( 14）東潮［鉄錐の基礎的研究j 『考古学論孜』 12，奈良県立橿原考古学研究所， 1987）。
( 15）たたら研究会『シンポジウム 日本古代の鉄生産』たたら研究会， 19880
(16）小林信一「製鉄遺跡の発掘調査と整理について一千原台地区押沼第l遺跡K地点製錬炉・
作業場出土遺物を中心としてーj （『研究連絡誌.l32，千葉県文化財センター， 1991）。
( 17）山口直樹「考古学講座について（2）」 ・同「（3)J （『千葉県立房総風土記のE年
報』 14・15，千葉県立房総風土記の正， 1991・1992）。
( 18）国立歴史民俗博物館『日本出土の製鉄関連遺物一研究成果中間報告 .l 19910 
( 19）たたら研究会編『日本古代の鉄生産J，六興出版， 19910
(20）川上貞雄編『北沢遺跡J，新潟県豊浦町教育委員会， 19920
(21）津野仁ほか「金山遺跡 IJ （『栃木県埋蔵文化財発掘調査報告書』 135集（財）栃木県
文化振興事業団， 1993）。
(22）間野大丞ほか「父ヶ平遺跡・中の原遺跡・タタラ山第 I遺跡、・第2遺跡一製鉄遺跡の調
査と記録」 （『一般県道市木井原線道路改良工事に伴なう埋蔵文化財発掘調査報告書J
2，島根県教育委員会， 1993）。
（穴淳義功共同研究員 千葉市文化財調査協会）
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